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このマニュアルの使用法

この節では、製品情報、ドキュメントとフィードバックのリンク、およびドキュメ
ントの変更履歴を示します。

■ 5ページの「製品のダウンロード」
■ 6ページの「ドキュメントおよびフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

製品のダウンロード
すべてのOracle x86サーバーおよびサーバーモジュール (ブレード)用のダウンロード
は、My Oracle Support (MOS)にあります。MOSには 2種類のダウンロードがありま
す。

■ ラック搭載サーバー、サーバーモジュール、モジュラーシステム (ブレード
シャーシ)、またはNEMに固有のソフトウェアリリースバンドル。これらのソフ
トウェアリリースバンドルには、Oracle ILOM、Oracle Hardware Installation
Assistant、およびそのほかのプラットフォームのソフトウェアとファームウェア
が含まれます。

■ 複数のタイプのハードウェアで共通するスタンドアロンソフトウェア。これに
は、Hardware Management PackとHardware Management Connectorsが含まれま
す。

▼ ソフトウェアとファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「Patches and Updates (パッチと更新)」タブをクリックします。

「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Product or Family (製品またはファミ
リ)」 (「Advanced Search (高度な検索)」)をクリックします。
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「Product? Is (製品は?)」フィールドに、一致するもののリストが表示されるまで製品
名の全体または一部を入力し (例: Sun Fire X4800 M2)、目的の製品を選択します。

「Release? Is (リリースは?)」プルダウンリストで、下矢印をクリックします。

表示された画面で、製品フォルダアイコンの隣にある三角印 (>)をクリックし選択肢
を表示してから、該当するリリースを選択し、「Close (閉じる)」をクリックしま
す。

「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Search (検索)」をクリックします。
製品のダウンロードのリスト (パッチとしてリストされる)が表示されます。

目的のパッチ名を選択します。たとえば、X4800SW1.1 - Oracle ILOMおよびBIOSの場合
は10333322です。

表示された右側の区画で、「Download (ダウンロード)」をクリックします。

ドキュメントおよびフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Fire X4800 M2 http://download.oracle.com/

docs/cd/E20815_01/index.html

Oracle ILOM 3.0 http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html#ilom

このドキュメントについてのフィードバックは次のURLからお寄せくださ
い。http://www.oracle.com/goto/docfeedback.

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、節など
の番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やご使用にあたってなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを取得するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。
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寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan。

寄稿者: Kevin Cheng、Tony Fredriksson、Richard Masoner。

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2011年 7月。初版。

変更履歴
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Oracle Solaris OSのインストールの概要

本書には、サーバーにOracle Solaris 10 09/10 OSまたはOracle Solaris 11 Express OSをイ
ンストールする方法、およびOracle Solarisのインストールマニュアルが提示されて
います。

この章は、次の節で構成されています。

説明 リンク

Oracle Solaris OSのインストール前に行う準備作
業。

11ページの「OSのインストール準備」

ブートディスク上の既存のボリュームを消去し
ます。

12ページの「起動ハードディスクを消去する方
法」

ブートディスク上に必要な仮想ドライブボ
リュームを作成します。

15ページの「仮想ディスクの作成」

Solaris OSをインストールします。 31ページの「Solaris OSのインストール」

インストール方法を決定する。 32ページの「インストール方法の選択」

Solaris OSのインストールドキュメントを入手し
ます。

36ページの「Solaris 10ドキュメントの入手方
法」
または 35ページの「Solaris 11 Expressドキュメ
ントの入手方法」

論理ネットワークポートと物理ネットワーク
ポートを特定する。

36ページの「Solaris OSインストール用の論理お
よび物理ネットワークインタフェース名の特
定」
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OSのインストール準備

Solaris OSのインストールを始める前に完了しておく必要のある作業があります。OS
がサーバーのドライブにすでにインストールされているのか、または新しいドライ
ブでパーティションがまだないのかに応じて、次の作業を選択します。

■ サーバーのブートハードディスクに Solaris以外のオペレーティングシステムがイ
ンストールされている場合は、Solarisをインストールするために消去しなければ
ならないことがあります。12ページの「起動ハードディスクを消去する方
法」を参照してください。

■ サーバーに Solaris 10 Update 9とパッチがプレインストールされていない場合
は、サーバーのHBAソフトウェアを使用して論理ドライブを作成する必要があり
ます。これを行わないと、Solarisインストールプログラムはサーバーのディスク
ドライブを検出できません。15ページの「仮想ディスクの作成」を参照してく
ださい。

■ RAIDアレイの一部であるディスクにOSをインストールする場合は、OSをイン
ストールする前にRAIDアレイを設定する必要があります。詳細は、サーバーの
ディスク管理の各種ドキュメントを参照してください。15ページの「仮想
ディスクの作成」を参照してください。

■ Solaris 10 9/10をインストールする前に、x2APICを無効にする必要がありま
す。x2APICアーキテクチャーは、BIOSユーティリティーで有効または無効にで
きます。BIOSユーティリティーにアクセスし、次の図に示すように「Advanced
(詳細)」メニュー >「CPU Configuration (CPUの構成)」 >「x2APIC」 >「disable
(無効)」を選択します。その後、終了して変更を保存します。インストールの

11



後、パッチ 144489–11以降を追加し、再起動してから、x2APICを有効にします。

▼ 起動ハードディスクを消去する方法
サーバーのブートディスクに不要なオペレーティングシステムがインストールされ
ている場合は、この節で説明する方法に従って消去することができます。

この手順を開始する前に、Tools and Drivers CDを入手してください。

注意 –この手順によって、すべてのデータがハードドライブから消去されます。この
手順を開始する前にデータをバックアップします。

ハードドライブ上のすべてのデータをバックアップします。

遠隔コンソール (JavaRConsole)からTools and Drivers CDにアクセスします。

詳細は、『Sun Fire X4800 M2サーバー設置マニュアル』の「Oracle ILOMおよびシス
テムコンソールとの通信」を参照してください。

ツールとドライバのCDからシステムをブートします。

ツールとドライバのメインメニューが表示されます。

始める前に

1
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メインメニューから「Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリ起動ハードディスクの
消去)」を選択します。
このオプションを選択すると、プライマリハードドライブ上に現在あるすべての
パーティション (診断パーティションを除く)が消去されます。診断パーティション
がある場合は、これは消去されません。

15ページの「仮想ディスクの作成」

4

次の手順

OSのインストール準備
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仮想ディスクの作成

オペレーティングシステムをインストールする前に、Sun Fire X4800 M2サーバー上に
仮想ディスクを作成して、イメージのダウンロードに必要な領域を確保する必要が
あります。このダウンロードによってディスクの内容が消去されます。

仮想ディスクは、オペレーティングシステムのダウンロード用の LSIファームウェア
から作成できます。LSIファームウェアには、サーバーの起動時のみアクセスできま
す。OSが起動される前に LSIバナーが表示されているときに、Ctrlキーを押しなが
らHキーを押すと、LSIインタフェースが表示されます。

注 –仮想ディスクはMegaRAIDソフトウェアから作成することもできますが、オペ
レーティングシステムのインストールには使用しないでください。MegaRAIDソフト
ウェアは、Tools and Drivers DVDの追加ドライバからインストールされます。

15ページの「仮想ディスクの作成方法」を参照してください。

▼ 仮想ディスクの作成方法

サーバーモジュールにログインします。サービスプロセッサ (SP)モジュールの IPア
ドレスを使用します。

Webインタフェースウィンドウが開きます。

「Remote Control」タブをクリックして、Oracle ILOM Remote Controlを起動します。

「KVMS」タブをクリックします。

「Mouse Mode」で「Relative」を選択して、「Save」をクリックします。

注 –「Relative」オプションを選択すると、リモートコンソールでマウスをウィンド
ウからウィンドウに動かすことができるようになります。この手順の最後で、この
マウス設定を「Absolute」に変更するよう求められます。

1
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「Redirection (リダイレクション)」タブをクリックします。「Redirection」画面
で、「Launch Remote Console」をクリックします。

Oracle ILOM Remote Console」ウィンドウが表示されます。

「Devices」メニューで「Mouse」を選択してマウスを有効にします。

サーバーを再起動して、LSIバナーが表示されるまで待ちます。デバイスのバ
ナーページが表示されたら、Ctrlキーを押しながらHキーを押します。

「Adapter Selection」ウィンドウが開きます。

「Start」をクリックします。

「MegaRaid BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面が表示されます。

5
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「Configuration Wizard」を選択します。

「MegaRAID BIOS Config Utility Configuration Wizard」が表示されます。
9

仮想ディスクの作成
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「New Configuration」をクリックし、「Next」をクリックします。

「Manual Configuration」をクリックします。

「Automatic Configuration」を選択すると、システム上のすべてのハードドライブを
含む単一の仮想ドライブが作成されます。複数のドライブがストライプセット
(RAID0)として設定され、結合された記憶域の単一の仮想ドライブとして表示されま
す。

10
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複数の障害点が存在し、1つのドライブの障害でシステムが起動しない可能性がある
ため、これは好ましくない場合があります。1つを除き、すべてのドライブを取り外
す必要があります。または、「Manual Configuration」を選択して、1つのハードドラ
イブだけを使用して仮想ドライブを作成することもできます。

確認ウィンドウが表示されたら、「Yes」をクリックします。

「MegaRAID BIOS Config Utility Config Wizard – Drive Group Definition」画面が表示さ
れます。システム内のドライブおよびドライブグループが表示されます。

12

仮想ディスクの作成
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OSをインストールする仮想アレイに含めるドライブを選択します。「Add To
Array」をクリックします。

13
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「Accept DG」をクリックしてドライブグループを作成します。

Drive Group0が表示されます。

「Next」をクリックします。

注 –ドライブグループの選択は、「Reclaim」ボタンをクリックして取り消すことが
できます。

14
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ドライブグループが「Span Definition」ウィンドウに表示されます。

「Add to SPAN」をクリックします。16
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ドライブグループが「Span」に表示されます。

「Next」をクリックします。

「Virtual Drive Definition」画面が表示されます。

17
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仮想ドライブのRAIDレベルと設定値を設定して、「Accept」をクリックします。

RAIDの設定については、サーバーのディスク管理マニュアルを参照してください。

BBUでのライトバックモードの選択を求めるメッセージが表示されます。

「Yes」をクリックします。

「Config Wizard— Virtual Drive Definition」ウィンドウが表示されます。

18
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「Next」をクリックします。

「Preview」画面が表示されます。

20
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仮想ドライブにDrive Group 0が含まれていることを確認します。

次の「Preview」画面の例は、「Manual Configuration」オプションを使用した単一の
仮想ドライブを示しています。

「Yes」をクリックして構成を保存します。

「All data on Virtual Drives will be lost」というメッセージが表示されます。初期化する
かどうかを指定します。

21
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「Yes」をクリックしてドライブを初期化します。

「Yes」をクリックして終了します。

「Please Reboot Your System」というメッセージが表示されます。システムの再起動は
まだ行わないでください。

Altキーを押しながらBキーを押して、キーボードプルダウンメニューを表示しま
す。

注意 –この手順を実行しない場合は、次の手順で「Control Alt Delete」を選択したと
きにローカルマシンが再起動されます。

23
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矢印キーを使用してメニュー内の「Control Alt Delete」を選択し、リモートシステム
を再起動します。Enterを押します。

元の画面に戻り、マウスモードを「Absolute」に設定します。

a. 「Remote Control」画面で「KVMS」タブをクリックします。

b. 「Mouse Mode」で「Absolute」を選択します。

c. 「Save」をクリックします。

26

27

仮想ディスクの作成

Sun Fire X4800 M2サーバーOracle Solarisオペレーティングシステム設置マニュアル • 2011年 8月28



▼ ブートドライブを設定する方法
作成した仮想ドライブにオペレーティングシステムをインストールする場合は、ド
ライブをブートドライブとして設定する必要があります。

「Configuration Wizard」画面で「Virtual Drives」を選択します。

「MegaRAID BIOS Config Utility Virtual Drives Configuration」画面が表示されます。

1

仮想ディスクの作成
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「Set_Boot Drive (current=none)」がオプションに含まれないことを確認します。
「Set Boot Drive (current=none)」オプションが表示されている場合は、ブートドライ
ブが設定されていません。

「Set_Boot Drive (current=none)」をオンにして、「Go」をクリックします。

2

3

仮想ディスクの作成
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Solaris OSのインストール

Solaris OSをインストールする場合の作業マップ
次の表では、Solaris 10 10/09または Solaris 11 Expressを Sun Fire X4800 M2サーバーに
インストールする場合の作業マップを示します。

タスク 説明 指示書

サーバーをセットアップしま
す。

サーバーハードウェアを設置
し、サービスプロセッサを設定
します。

『Sun Fire X4800 M2
サーバー設置マニュアル』

『Sun Fire X4800 M2サーバーご
使用にあたって』を確認しま
す。

このドキュメントには、Solaris
OSソフトウェアおよびパッチに
関する最新情報が記載されてい
ます。

『Sun Fire X4800 M2
サーバーご使用にあたって』

インストール方法を選択しま
す。

インストール方法を選択し、手
順を確認します。

32ページの「インストール方
法の選択」

Solaris OSのインストールマ
ニュアルを特定する。

ソフトウェアに添付されている
Solaris OSのマニュアルには、イ
ンストールについて知っておく
必要のある情報の大部分が記載
されています。

36ページの「Solaris 10ド
キュメントの入手方法」また
は 35ページの「Solaris 11
Expressドキュメントの入手方
法」を参照してください。

各ネットワークインタフェース
の論理名と物理名を特定する。

OSのインストール時には、各
ネットワークインタフェースの
(OSによって割り当てられた)論
理名と物理名 (MACアドレス)を
指定する必要があります。

36ページの「Solaris OSインス
トール用の論理および物理
ネットワークインタフェース
名の特定」
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タスク 説明 指示書

必要なOSパッチをインス
トールする。

最新のOSパッチを確認しま
す。

注 – X4800 M2と Solaris 10 9/10 OS
に対する完全な Solaris FMA
(Fault Management Architecture)
機能を使用するには、OSをイン
ストールした後で、パッチ
144489-11 (またはそれ以降)をイ
ンストールする必要がありま
す。Solaris 11 Expressの場合はこ
れは必要ありません。

http://support.oracle.com

インストール方法の選択

注意 – Sun Fire X4800 M2サーバーは、64ビット版 Solarisのインストールだけをサ
ポートします。32ビット版のインストールはサポートされません。

Sun Fire X4800 M2サーバーには、次の方法で Solaris OSをインストールできます。
■ 『Sun Fire X4800 M2サーバー設置マニュアル』の「プリインストールされている

Solarisオペレーティングシステムの設定」の説明に従って、ハードドライブ上に
プリインストールされている Solaris 10 10/09 OSイメージから起動します。
Solaris 11 Expressの場合はプリインストールされたイメージはありません。

■ DVDまたはCD-ROMメディアから、Solarisのインストールプログラムに表示さ
れる手順に従って 1台のサーバーにインストールします。Solaris 11 ExpressはUSB
デバイスからインストールすることもできます。

Solaris 10の場合、Solaris 10 OS DVDまたはCDに収録されている Solarisインス
トールプログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース (Graphical User
Interface、GUI)を使用して、または対話式テキストインストーラとして実行でき
ます。Solaris Device Configuration Assistantは、Solarisインストールプログラムに含
まれています。

Solaris 11 Expressの場合は、LiveCDまたは LiveUSBメディアの Solarisインス
トールプログラムを使用します。これらはGUIまたは対話型ユーザーインタ
フェースから実行できます。

■ PXE (Preboot Execution Environment)技術を利用して、次の方法により、ネット
ワーク経由で 1台または複数台のサーバーにインストールします。
Solaris 10の場合:
■ リモートのDVDイメージまたはCDイメージから、ネットワーク経由で

Solarisのインストールプログラムを使用します。

インストール方法の選択
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■ JumpStartを使用したインストール
■ シリアルコンソールを使用したインストール

Solaris 11 Expressの場合:
■ 自動インストール
■ カスタムマニフェストを使用する自動インストール
■ シリアルコンソール

注 – Solaris OSには、広域ネットワーク (WAN)を経由したブートなど、その他のイン
ストールプログラムが用意されていますが、サーバーでは本書に記載された方法の
みがサポートされています。

次の表に、Solaris OSのインストールに利用できるインストール方法を示します。

方法 説明 指示書

プリインストールイメージから
Solaris 10を起動します。

設定によっては、Solaris OSの
イメージがハードドライブにプ
リインストールされている場合
があります。

『Sun Fire X4800 M2サーバー設
置マニュアル』の「プリインス
トールされている Solarisオペ
レーティングシステムの設定」

DVDメディアまたはCD-ROM
メディアからインストールしま
す。

Solaris 11 Expressは、特別な .usb
イメージファイルを使用して
USBメディアからインストール
することもできます。

DVDまたはCD-ROMメディア
にある Solarisのインストールプ
ログラムを使用して、表示され
る手順に従って 1台の
サーバーにインストールしま
す。

x86インストールの手順に従い
ます。
■ Solaris 10の場合は、Solaris

10オペレーティングシステ
ムコレクションの『Solaris
10 10/09 Installation Guide:
Basic Installations』また
は『Solaris 10 9/10
Installation Guide: Basic
Installations』を参照してく
ださい。

■ Solaris 11 Expressの場合
は、Oracle Solaris 11 Express
情報ライブラリの『Getting
Started With Oracle Solaris 11
Express』を参照してくださ
い。

インストール方法の選択
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方法 説明 指示書

PXEを使用してネットワークか
らインストールします。

注意 – PXEサーバーから Solaris
10 OSをインストールする場合
は、64ビットカーネルを使用
するように netboot環境を構成
する必要があります。これ
は、カーネルとモジュールの行
に amd64を含むように PXE起
動メニューを変更することで可
能です。詳細について
は、Solaris 10オペレーティング
システムドキュメントコレク
ションの『Solaris 10 10/09
Installation Guide: Custom
JumpStart and Advanced
Installations』または『Solaris 10
9/10 Installation Guide: Custom
JumpStart and Advanced
Installations』を参照してくださ
い。

自動インストールが必要な場合
は、PXEを使用してネット
ワーク経由で Solaris OSをイン
ストールする必要があります。

PXEを使用してネットワーク経
由でブートするには、インス
トールサーバーとDHCP
サーバーをセットアップ
し、ネットワークからブートす
る各サーバーで BIOSを構成す
る必要があります。

x86 PXEインストールの手順に
従います。
■ Solaris 10の場合は、Solaris

10オペレーティングシステ
ムドキュメントコレク
ションの『Solaris 10 (9/10 or
10/09) Installation Guide:
Custom JumpStart and
Advanced Installations』を参
照してください。

■ Solaris 11 Expressの場合
は、Oracle Solaris 11 Express
情報ライブラリの『Oracle
Solaris 11 Express Automated
Installer Guide』を参照して
ください。

PXEベースのネットワークイン
ストールでシリアルコンソール
を使用して Solaris OSをインス
トールします。

x86 PXEインストールの手順に
従います。
■ Solaris 10の場合、Solaris 10
オペレーティングシステム
ドキュメントコレクション
の『Solaris 10 10/09
Installation Guide:
Network-Based
Installations』また
は『Solaris 10 9/10
Installation Guide:
Network-Based
Installations』を参照してく
ださい。

■ Solaris 11 Expressの場合
は、Oracle Solaris 11 Express
情報ライブラリの『Oracle
Solaris 11 Express Automated
Installer Guide』を参照して
ください。

インストール方法の選択
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方法 説明 指示書

ハードドライブを使用せず
に、サーバーで Solaris OSを
ブートします。この方法
は、PXEベースのネットワーク
インストールで使用します。

x86 PXEインストールの手順に
従います。
■ Solaris 10の場合、Solaris 10
オペレーティングシステム
ドキュメントコレクション
の『Solaris 10 10/09
Installation Guide:
Network-Based
Installations』また
は『Solaris 10 9/10
Installation Guide:
Network-Based
Installations』を参照してく
ださい。

■ Solaris 11 Expressの場合
は、Oracle Solaris 11 Express
情報ライブラリの『Oracle
Solaris 11 Express Automated
Installer Guide』を参照して
ください。

関連項目:
■ 36ページの「Solaris 10ドキュメントの入手方法」
■ 35ページの「Solaris 11 Expressドキュメントの入手方法」
■ 36ページの「Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワークインタ
フェース名の特定」

Solaris 11 Expressドキュメントの入手方法
Solaris 11 Expressのドキュメントを入手するには、次のリンクを使用します。指定さ
れている場合は、必ず x86システムに固有の手順に従ってください。
■ Solaris 11 Express 2010.11の新機能の一覧は、『Oracle Solaris 11 Express 2010.11

What's New』を参照してください。
■ Solaris 11 Expressの一般的なドキュメントについては、Oracle Solaris 11 Express情
報ライブラリを参照してください。

■ Solaris 11 Expressメディアの入手方法については、Oracle Solaris 11 Express 2010.11
ダウンロードを参照してください。

■ Solaris 11 Expressのインストールについては、『Getting Started With Oracle Solaris
11 Express』を参照してください。

Solaris 11 Expressドキュメントの入手方法
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■ PXEインストーラの設定については、『Oracle Solaris 11 Express Automated Installer
Guide』を参照してください。

Solaris 10ドキュメントの入手方法
Solaris 10 OSのドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

index.htmlから入手できます。

指定されている場合は、必ず x86システムに固有の手順に従ってください。

■ Solaris 10のインストールガイドについては、『Solaris 10 10/09 Release and
Installation Collection』を参照してください。

■ Solaris 10の管理ガイドについては、『Solaris 10 System Administrator Collection』を
参照してください。

■ システムのアップグレードについては、『 Solaris 10 10/09インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』を参照してください。

■ トラブルシューティングについては、『 Solaris 10 10/09インストールガイド (カス
タム JumpStart/上級編)』の「付録A」を参照してください。

■ パッチおよびそのほかの最新情報については、『Sun Fire X4800 M2サーバーご使
用にあたって』を参照してください。パッチと説明は http://support.oracle.com

から入手できます。

Solaris 10のマニュアルは、Solaris OSソフトウェアに添付されている Solaris
Documentation DVDにも収録されています。

Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワーク
インタフェース名の特定

ネットワークに接続されたサーバーのオペレーテイングシステムの設定時には、各
ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理名および物理名
(MACアドレス)を指定しなければならない場合があります。ここでは、この情報を
取得する方法を説明します。

▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名の特定方法
論理名および物理名 (MACアドレス)を含む、MACアドレスとネットワークインタ
フェースに関する情報を表示するには、この手順を使用します。

「Install Type (インストールタイプ)」メニューで、「Option (6) Single User Shell (オプ
ション (6)単一ユーザーシェル)」を選択して、Enterキーを押します。

1

Solaris 10ドキュメントの入手方法
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注 –別の方法として、これらのコマンドをコマンドシェルから実行することもできま
す。

OSインスタンスのマウントに関するメッセージが表示されたら、qを選択しま
す。OSインスタンスはマウントしません。

メッセージ "Starting Shell"が表示されます。次の図は例を示しています。

コマンドプロンプト (#)で次のコマンドを入力して、すべてのネットワークインタ
フェースをplumbします。
# ifconfig -a plumb

注 – plumbプロセスには時間がかかることがあります。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。
# ifconfig -a

2

3
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Solarisの名前付きインタフェースおよびMACアドレスの出力が表示されます。たと
えば、次のように入力します。

この出力例では、次のようになっています。

■ 最初の列の el000g#エントリは、Solaris論理名付きインタフェースです。出力の
最初の列は、Solarisがネットワークインタフェースに割り当てた論理名を表しま
す。

■ 2列目 (3行目)の ether #:#:#:#:#:#エントリは、ネットワークポートの物理MAC
アドレス名です。

たとえば、次のように表示されます。

Solarisの名前付きネットワークインタフェース「e1000g0」の物理MACアドレス
は、「0:14:4f:c:a1:ee」です。

この情報をファイルに保存するか、書き留めます。

最後に、システム設定スクリプトを開始するには、コマンド行
に「sys-unconfig(1M)」と入力します。

このコマンドは、システム設定を工場出荷時のデフォルトに復元します。

注意 – sys-unconfig(1M)コマンドを実行するとシステムが停止し、工場出荷時の設定
が復元されます。このコマンドは、システムを再構成する場合以外は実行しないで
ください。

4

5
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たとえば、次のように入力します。

# sys-unconfig

WARNING

This program will unconfigure your system. It will cause it

to revert to a "blank" system - it will not have a name or know

about other systems or networks.

This program will also halt the system.

Do you want to continue (y/n) ?

システムが再起動され、設定スクリプトが開始されます。

Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワークインタフェース名の特定
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